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イントロダクション

南アジアではジェンダー格差が顕著⇒ 性比 (女性人口に対する男性
人口の割合)が不自然に高いこと (Missing Women)が最たる現象。

Missing Womenの要因は多様⇒ 貧困、男児選好 (Son preference)、
低い女性の労働参加率、ダウリー (結婚持参金)など。

ジェンダー格差はインド南北で差があり、それが結婚慣習と密接に

結びついているという議論がある。実証はどうか？

南アジアで問題となっている結婚にまつわる慣習は経済学的な分

析・実証の対象となってきた。なぜか？

☞ 南アジアでは結婚は合理的な経済的意思決定の結果であるとみ
なされている。

☞ 一見したところの「悪習」もしくはデメリットと合理的な意思
決定とのトレードオフの分析。現行の意思決定は First Bestではな
いが、Second Best (与えられた条件下では Best)である可能性あり。

☞ 「悪習」といわれるものの例⇒ ダウリー、児童婚、交換婚

(Watta Satta)など。
☞ First Bestを実現させるための政策提言など分析の意義が大
きい。
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Missing Women

南アジアで性比が不自然に高いことはMissing Women(Sen 1990)
といわれる。 .. DEfig8.4

直接的な原因: Sex-selective abortion(性選択的中絶)、Female
infanticide(女児殺害)、女児ネグレクト (栄養水準や病気の治療など
における性差別)
根本的な要因は様々に指摘されているが、コンセンサスなし。

☞ 貧困⇒全体のパイが小さい場合、差別を受けやすいもの (こ
の場合女児)に資源配分が届きにくい。ただし、サブサハラ・アフ
リカでは性比は不自然でない。

☞ Son preference ⇒ 単なる選好か、投資収益率の差かは区別し

にくい。(Behrman 1988)
☞ 低い女性の労働参加率⇒ 親からみて女児への人的投資は収益

率が小さい。女性の人的投資収益率を向上させると格差是正につな

がるとの実証研究あり (Rosenzweig and Schultz 1982; Basu and
Basu 1991; Munshi and Rosenzweig 2006; Jensen 2012)。

☞ ダウリー⇒ インドでは、”Spend Rs 500, Save Rs 500,000”と
いう産婦人科広告がある。が一方で、もともとダウリー慣習のな

かった 19世紀末の Punjab、Haryana、UPにおいても、性比は不自
然に高かった。 .. map
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Son preference

Son preferenceは高い出生率 (fertility)にもつながるとされている。

中絶や間引きなどの極端な手段をとらない場合、Son preferenceが
存在する限り、親は理想とする男児の数が産まれるまで出産を繰り

返す傾向にある。

実際、子供の数が多い家計では女児の割合が高い。つまり、女児は

男児よりも多くの兄弟姉妹がいる可能性が高い。⇒　たとえ親が

すべての子供を平等に扱ったとしても、全体のパイが同じであるな

ら (家族内でなく家族間でみた場合)女児への配分は必然的に少な
くなりやすい。
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Dyson and Moore仮説

Dyson and Moore仮説 (1983): 結婚慣習の違いが南北ジェンダー格
差の要因である。

✏ 南北ジェンダー格差 (性比, 出生率, その他社会経済指標)
.. dyson83fig1

✏ 結婚慣習：北は上昇婚 (hypergamy)と異族婚 (exogamy)、南は
同族婚 (endogamy)の慣習がある。

実証研究

☞ 宗教や結婚慣習の違いでは説明できない地域差 (Jejeebhoy and
Sathar 2001)。

☞ Dyson and Moore仮説を棄却 (Rahman and Rao 2004)
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ダウリーの弊害とは？

ダウリーは結婚市場で決定される価格であるとする説 (価格仮説)
と、花嫁の親から花嫁への遺産の前払いであるとする説 (生前贈与
仮説)がある。　

ダウリーの定義自体が両者では異なる。 .. dowry

ダウリーはインドのメディアなどでジェンダー格差 (Sex selective
abortionや Female infanticide)の根源とみなされ、法律で禁止され
ている (例：Dowry Prohibition Act of 1961)。が、実効性に欠ける。

「ダウリー殺人」もインドのメディアでしばしば取り上げられ、国

内外で非難を浴びている。

☞ しかし、ダウリーが殺人の根本的要因かについてはコンセンサ
スがなく、「ダウリー殺人」という名称自体に異議あり (Kishwar
1989; Narayan 1997; Leslie 1998; Palriwala 2009)。
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価格仮説

Becker(1991)によると、結婚において利得を得るものが婚姻時に価
格を支払う。

南アジアでは、女性が労働参加をせず家計に金銭的貢献ができない

ため、花嫁の親が花婿とその親に支払う価格 (娘を養ってもらうこ
とに対する対価)であると理解しうる。(Boserup 2007; Anderson
2007a).

花嫁の価値が低く (もしくは花婿の価値が高く)、花嫁が結婚市場で
供給過多であるとダウリー額は上昇。⇐ 価格 (ダウリー額)は結婚
市場における需要と供給の均衡で決まるから。

”ダウリー・インフレーションの謎”は価格仮説を前提 (Rao 1993;
Anderson 2007b; Arunachalam and Logan 2008)。
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生前贈与仮説

Becker(1991)によると、女性に財産権や相続権が認められない場
合、婚姻時にダウリーが支払われる。

父方居住 (patrilocality)と女性の財産権がない (もしくは弱い)こと
が前提。(Botticini and Siow 2003; Arunachalam and Logan 2016).

南アジアでは多くの地域で父系制 (patrilineality)と父方居住の慣習
があり、女性の財産権は法律上はともかく実際には認められていな

いことが多い。

女性に相続権や財産権がない状況では、ダウリーは女性の唯一の財

産であり、自身の生存を保障するものということもできるだろう。
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価格か生前贈与か？

両仮説は互いに排他的ではない。

ダウリーは歴史的には北インドにおけるヒンドゥー高カーストの慣

習であり、生前贈与的な性格をもっていた (Tambiah 1973)。　

しかし、ダウリーはもともと結婚市場で決定される価格の性格も内

包していた。例：北インドの高カーストにおける上昇婚の慣習。

近代化によって男性の稼得能力および機会が多様化したが、女性は

比較的同質であるため、花嫁間の競争が激化。(Anderson 2003,
2007a). 文化人類学的/歴史的な研究は、過去数十年でダウリーの
性格が従来の生前贈与から価格へと変化したと指摘。

農村では生前贈与的な性格が強く、稼得機会が多様な都市では価格

的な性格が強い (Anderson 2004).
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実証研究 (1)

実証研究に乏しく、コンセンサスがない。ダウリーが価格か生前贈

与かまるで二者択一であるかのような問題設定自体が不適切かもし

れない。

Arunachalam and Logan (2016) は、両仮説が、ダウリーの是非に
関して互いに排他的な結論につながるとする。

これまでの実証研究は、どちらかの仮説を検証しようとしているの

みで、一方を採択すれば他方を必然的に棄却するような検証をして

いない。

価格仮説を検証する研究は、花嫁や花婿の属性によって、ダウリー

額を説明しようとしている。(Behrman et al. 1999; Mbiti 2008;
Behrman, Birdsall, and Deolalikar 1995; Deolalikar and Rao 1998)
生前贈与仮説を検証する研究は、ダウリー額によって、家庭内にお

ける女性の厚生水準を説明しようとしている。(Zhang and Chan
1999; Brown 2009). これらの研究はダウリーが家庭内における女
性の厚生水準を向上させることを示し、生前贈与仮説をサポートす

る実証であるとしているが、必ずしも価格仮説を棄却するわけでは

ない。

政策立案にとって有効な問題設定は、ダウリーが女性の厚生水準を

引き上げるかどうか、ということである。 11 / 34
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実証研究 (2)

ダウリーが女性の厚生水準に与える効果についての実証は南アジア

では乏しい。最大の理由はデータに乏しいことであろう。

☞ Zhang and Chan (1999)と Brown (2009)はそれぞれ台湾、中
国のデータを使って, ダウリーが女性の厚生水準を向上させること
を示した。

☞ Jejeebhoy (2000) はダウリーが北インドにおいて、家庭内にお
ける女性の意思決定権を向上させることを示した。このような効果

は南インドでは見られなかった。

☞ Bloch and Rao (2002)と Srinivasan and Bedi (2007)は、いず
れもインドの数村に限って、 ダウリー額が多いと、DVを受ける可
能性が低いことを示した。一方で Suran et al. (2004)はバングラデ
シュのデータを使って反対の結果を示した。

☞ Makino(2015)は、パキスタン・パンジャーブ州において、ダ
ウリーが家庭内における女性の地位向上につながることを示した。
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交換婚 (Watta Satta)とは

交換婚 (Watta Satta)とは、パキスタン、アフガニスタンに見られ
る婚姻慣習で、英語への直訳はギヴアンドテイク。文字どおり、一

対の家族間で女性 (男性)を交換する結婚のことを指す。

典型的なWatta Sattaの例　 .. watta satta

両カップルが適齢期であれば合同結婚式とすることで費用節約でき

るなど、経済的なメリットあり。

データによるが、農村では 20～50%がWatta Sattaを実践。

Watta Sattaは、当事者に選択の自由がなく結婚が強制的であると
して、人権 NGOなどからの非難の対象となっている。

しかし、Makino(2015)によると、Watta Sattaであろうとなかろう
と女性が自身の結婚に関して選択する自由はほぼ皆無であり、

Watta Sattaそのものが悪いわけではないようだ。

Watta Sattaは女性の安全権が保障されないなかでは、Second Best
であるとの実証研究あり (Jacoby and Mansuri 2010)⇐ Watta
Sattaであると、DV被害や精神疾患の可能性が下がる。
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児童婚の背景

1962年国連条約は、子供の婚姻年齢を 15歳以上、同 1979年は 18
歳以上と提案。

現在ユニセフの定義によると、18歳未満の婚姻が児童婚。

南アジアの女性は途上国のなかでも婚姻年齢が若い。 .. jensen03fig1A

南アジアでは、児童婚もしくは若年婚 (18歳未満)の割合が 70%と
途上国のなかでも最も高い。 .. jensen03fig1B
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児童婚の弊害とは？

児童婚の弊害として、以下が指摘される (Jensen and Thornton
2003; Field and Ambrus 2008):

☞ 教育機会の低下。教育はフォーマルな学校教育もインフォーマ
ルな保健教育も含む。

☞ 初産年齢の低下⇒ 多産、 母体保健衛生の低下につながりや

すい。

☞ 家庭内において地位や意思決定権の低下、DVにつながりや
すい。
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児童婚の根本的背景: 供給サイド

根本的要因は結婚市場における供給・需要サイド双方にみることが

できる。

子育てにおけるコスト節約 (食料、衣類、教育や保健衛生など)。
☞ 状況によっては、女児にとって出来るだけ早急に比較的余裕の
ある家計に嫁ぐことが最適な選択になりうる。

犯罪が多く治安の悪い地域では、親は娘を早くに嫁がせることが娘

の安全を保障することになるかもしれない。

娘の貞操を守るという社会的制約が強いと、早く嫁がせたいかもし

れない。

ダウリー額が少なくて済むかもしれない？
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児童婚の根本的背景: 需要サイド

若い花嫁は出産可能期間が長い。

若い花嫁はコントロールしやすい。

若い花嫁はよく動き、家事能力も高いかもしれない。

若い花嫁は性交経験がない可能性が高いから、性病の可能性も

低い。
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児童婚を禁止する政策

児童婚の禁止と最低婚姻年齢を規定する法律の実効性は低いといわ

れる。なぜか？

☞ 社会規範・慣習が根強く、現実に強制力が乏しい (例：年齢確
認ができない)。

結婚市場における供給・需要サイド双方のインセンティブに働きか

ける政策が必要である。

女性の社会進出向上が初婚・初産年齢の上昇には有効かもしれない

(Jensen 2012; Heath and Mobarak 2015)。
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まとめ

南アジアのジェンダー格差はMissing Womenに顕著だが、その背
景にあるとされる諸要因そのものが女性差別的であるといわれて

いる。

インドにおけるジェンダー格差の南北差の原因を結婚制度にみよう

とする仮説 (Dyson-Moore仮説)は有名だが、実証的根拠に乏しい。

一見したところ「悪習」といわれるダウリーや交換婚・児童婚にも

合理的な存在理由がある。

女性の相続権などが実質的に保障されていない現状では、ダウリー

は女性の厚生水準を引き上げる可能性がある。

政策議論になるダウリーの一律禁止は現状ではおそらく意味が

ない。

結婚における自由な意思決定という意味では、交換婚の禁止は意味

がない。現状では、交換婚のメリットを否定できない。

児童婚についても、単に禁止してもダウリー同様実効性は低く、

人々のインセンティブ (合理的な意思決定)に注意を払う必要が
ある。
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Note: The last column should be interpreted as ratio of female to male mortality rates.
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